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 本学と彦根市議会との連携事業の一環で、下記の日時で学生と彦根市議会議員による「哲

学対話」を行います。 

「哲学対話」とは、日常の中で感じる哲学的な問いを、参加者全員で対話して深めてい

く活動です。秋学期の授業「プロジェクト A（SDGs プロジェクト 2023 秋「哲学対話 

誰ひとり取り残さないとは？―暮らすこと・働くことを主に」）」では、受講生 9 名が、社

会、暮らしや働き、育ちが「いい状態」で持続可能であるためには何が必要なのだろうか、

という問いをたて、自分の頭で考え、様々な人と、様々なテーマで対話します。 

今回はこの授業の一環で、連携協定を結んでいる彦根市議会と「暮らしと政治」をテー

マに対話を重ね、問いを深めていきます。 
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学生と彦根市議会議員が 
「暮らしと政治」をテーマに哲学対話を実施 

【彦根市議会議員との「哲学対話」】 

日 時：①２０２３年 1２月 1 日（金）１２時５０分～１４時２０分 

②２０２３年 1２月２２日（金）１２時５０分～１４時２０分 

③２０２４年 1 月 1９日（金）１２時５０分～１４時２０分 

場 所：滋賀大学彦根キャンパス 校舎棟 第７講義室（彦根市馬場１丁目１－１） 

内 容：各回以下のテーマに沿って彦根市議会議員と大学生が哲学対話を用いた意

見交換を行う。 

①テーマ「自分が"選ぶ"とはどういうこと？」 

  参加議員：馬場 和子 市議、安澤 勝 市議、長﨑 任男 市議 

②テーマ「みんなの幸せと自分の幸せ」 

 参加議員：伊藤 容子 市議、奥野 嘉己 市議、小川 隆史 市議 

③テーマ「私たちはどう生きるか」 

 参加議員：馬場 和子 市議、角井 英明 市議、森田 充 市議 

※①のみ公開授業として一般市民の方もご参加いただけます。 

②③は受講生のみの参加となります。 



 


